
平成27　0　7．24

第　2鋸，・母

西尾高鍋道連盟

理専長

鈴木　　睦

∴∴∴∴∴∴∴∴ 　∴∴∴「∴㍉ 縄聞闇闇縫藩、態 �§＼綴 

一子∴ 

∴∴嚢辞：∴∴ 　　　綴 

ii選綴． 

柄醜悪蘇れii嗣 ������ �iY歳、、 ���� 

灘蒜 � � �� �∴∴ � �績○ � �∵ �嘗　‾ 
態離騒顕職髄脳 

鰯 �ヽ∴： ∵∴ �轢 � �� � �� ��轡轡 

、i覿馳 �� ��� � � � � � �潔i■i＼＼騨 

主 ∴　∴ 

遮；二iii‥i 庶 ； ∴∴ �秘 綴 〉 ∴∴ �∴ �∴∴∴ ∴∴∴ ∴∴∴ ��一〇 覇 ∴ ∵ ∴∴ ∴ ∴ 燃 「ヽ ∴ 難く － � �� �輝 子 子 機 ∴∴ 漣i �∴∴㍉∴∴一．∴ ∴∴∴：∴∴∴∴ ：∴： �I －∴∴∴∴∴ ∴∴ 

〒

点
種
忠
地
。
日
日
調
い
。
嶋
。
“
旧
い
－
憩
窮
破
調

第
五
十
九
回

小
学
硬
鋼
遭
大
会
に
想
萄

第
五
十
九
回
小
学
校
剣
道
大
会

が
六
月
二
十
八
日
、
八
ツ
面
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
二
年
の
第
二
十
一
回

大
会
だ
っ
た
と
思
う
が
、
東
京
よ

り
剣
道
範
士
九
段
故
小
沢
丘
先
生

を
お
迎
え
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ご

挨
拶
の
中
で
、
「
獲
い
会
場
で
は
あ

る
が
選
手
が
一
堂
に
会
し
て
大
会

が
閑
解
さ
れ
る
こ
と
は
意
義
深
い
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

参
加
チ
ー
ム
も
増
え
現
在
の
体
育

館
で
は
狭
い
感
じ
が
す
る
。
ま
た
、

剣
道
範
士
八
段
近
藤
動
介
先
生
も

同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
「
狭
い
け

れ
ど
選
手
の
息
遣
い
を
応
援
の
保

こ
れ
は
大
会
の
趣
宙
を
貫
く
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
監
督
∴
摺

尊
者
が
こ
の
言
葉
の
意
味
を
選
手

た
ち
に
理
解
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

こ
の
大
会
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
こ
こ
十
年
近
く
西
尾
市
の
チ

ー
ム
が
上
位
に
食
い
込
む
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
鱒

閲
を
期
待
し
た
い
。

最
後
に
大
会
主
催
の
愛
剣
会
〇

八
ツ
面
小
学
校
P
T
A
や
職
員
及

び
町
内
会
、
八
ツ
面
小
学
校
鼓
笛

隊
の
協
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
謝

し
た
い
。

来
年
は
第
六
十
回
の
記
念
大
会

蘭
尾
劇
遵
配
置
借
麟
黍
損
金

会
最
　
閏
申
浩
二

¢
探
聞
ま
で
に
薬
施
す
る
こ
と
を

整
理
す
る
。

次
回
田
野
作
成
委
員
会
は
七
月

二
十
九
語
末
）
の
予
定

醤
璃
験
∴
鎌
兼
つ
　
爛

本
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
西

尾
剣
運
搬
P
作
成
委
員
会
は
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
車
用
さ
ん
の
ご
指
導

の
も
と
五
月
か
ら
三
園
の
会
議
を

終
え
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
毎
囲

新
鮮
な
憲
鼠
が
配
さ
れ
、
晴
間
を

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ざ
の
熱
心
な
会

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
H
P
作
成

委
員
会
の
主
な
進
捗
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。

。
西
尾
剣
遵
押
野
委
患
組
織
図

へ
新
た
に
女
性
委
鼠
二
名
追
加
の

予定）

。
龍
野
開
設
ま
で
の
流
れ
を
決
定

する。

・
八
月
中
旬
に
旺
盛
を
開
設
し
て

鮮
度
を
上
げ
て
選
局
を
実
施
し

な
が
ら
最
終
版
を
三
月
と
す
る
。

∴
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、
晴
報

収
集
で
き
る
よ
う
班
田
作
り
を

め
ざ
す
。

・
拙
P
サ
ー
ビ
ス
の
構
選

o
コ
ン
テ
ン
ツ
内
容
検
討
　
（
西
尾

市
剣
道
連
盟
と
は
、
年
間
計
画

なぎ）

護
者
た
ち
が

感
じ
、
選
手

と
一
体
に
な

る
こ
と
が
素

晴
ら
し
い
」

と
、
先
回
の

五
十
八
回
大

会
の
新
に
話

さ
れ
た
。

会
場
正
面
の

舞
台
に
は
初

代
愛
創
案
会

長
故
山
閏
満

寛
氏
が
愛
し

た
　
「
文
武
更

張
」
　
「
朝
鍛
夕

錬
」
　
の
旗
が

掲
げ
ら
れ
て

いる。

第
六
十
二
間
西
三
滴
剣
道
大
会

鑑
勝
閻
鼎
帯
剣
邁
連
盟
境
事

六
月
二
十
八
日
　
（
田
）
、
岡
喩
肩

車
央
総
合
体
育
館
剣
道
場
で
第
六

十
二
回
西
三
河
剣
道
大
会
が
行
わ

れた。西
尾
帯
剣
道
連
盟
女
子
チ
ー
ム

が
一
般
女
子
の
部
で
、
見
事
優
勝

した。
◇
試
合
経
過

〇
一
回
戦

西
尾
剣
連
二
X
O
刈
谷
県
連
B

i
。
準
決
勝

西
尾
剣
連
四
X
O
加
納
　
（
豊
田
）

慮
決
　
勝

西
尾
剣
邁
二
涼
一
攫
田
剣
遵

選
手先

鋒
次
鋒

中
堅

副
将

大
将

嫁
元
咲
江

菅
野
　
梓

観
閲
里
香

牧
野
祥
子

中
根
朋
子

た
。
特
に
前
三
名
の
活
躍
が
め
ざ

ま
し
く
、
副
将
、
大
将
は
余
裕
を

持
っ
て
試
合
に
望
め
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

（
盤
棲
÷
岩
下
陽
子
）

命
第
九
圃
愛
知
県
典
子

剣
道
段
別
剣
道
大
会

串
柿
S
C
七
月
二
㊥
豊

▽
女
子
二
段
の
部

三
　
位桑

野
偽
薬
（
鶴
城
申
）

今
年
は
、
八
ツ
面
小
学

校
剣
道
大
会
と
塾
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
選
手
確
保

に
困
り
ま
し
た
。

で
も
、
高
校
卒
業
し
た

ば
か
り
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

メ
ン
バ
ー
三
編
を
加
え
、

薯
い
チ
ー
ム
で
臨
み
ま
し

露
講
書

丑
澱平

曲
　
盤
暁



9蔦畑　鶴城小

且9：⑱0　安城体

和歌山市

的：00　安城体

17：00　西尾総儀

京都市

霜月の衛韓予霹
g／1（土）第34回鶴剣会暑中合同錬成会

務／2　（日）西三河剣道月例稽古会

8／／3　（月）第62回全国高等学校剣道大会（3～6）

8／6　（木）西三河剣道高齢者稽古会

軋／㊨∴（丑）勧少年剣通人間数壷

8／9　（日）第57回全国教職員剣道大会

薗三滴剣邁形諮闇・審査会（勧～三殻）∴∴∴銚00　西尾鰹節

第37回東海中学校総合体育剣道大会（少。且0））　鈴鹿市

8／且且（火）悲観太琵季合構稽古食紅亀～14）∴∴∴∴排00　西尾か

8／15（土）西三河剣道実技審査会（初一三殿）∴釣00∴スカイホール豊田

第41画面三河剣遵段別選手鰭大会準鯖会　贈制　輔罷籠鮮

鶉／且の　纏う第4且圃閏三滴剣道段別選華檎太金　　　　塊㈱　薗塵鞄鮪

8／藍色　縫）西尾市痛撃嬢剣道大会　　　　　　　　　　9紬の　西尾総轄

8／22（土）第45回全国中学校剣道大会（22へノ24）　　　秋田市

勧紗隼剣道入間蟄壁　　　　　　　　　　17調の　西尾総体

8／纂3　芭幅）西三河餉遇簸審査会　　　　　　　　　　　　　　　西鼎総鮮

全三河高繋学校剣道大会　　　　　　　　　胸00　安城体

経／27（木）西三河剣道高齢者稽古会　　　　　　　　10：00　安城体

8／30（日）第67回愛知県青年大会　　　　　　　　　少30　県武道館

《西尾剣適用例稽古会》　　　19；00　　　　　西尾総体
製／乱（青年部）　8／8∴∴∴8／22∴∴∴8／′29（土）

㊥専務局より

e第48回愛知煤剣道段別選手権大会申込締切日　㊨／14　県剣運常務鵜へ

〇第4回愛知県申高年剣道大会申込締切田　　　　　　　　螺鏑運韓勝馬へ

①
第
六
十
二
回
西
三
河
剣
邁
大
会

（
岡
崎
中
央
公
　
六
月
二
十
八
日
）

▽
中
学
男
子

優
　
勝
∴
平
境
申
学
校

決
　
勝
三
×
一
西
尾
東
部
申

選
手新

賓
航
介
　
松
本
一
輝

中
根
電
太
　
浅
間
俊
介

岩
披
　
露

二
　
位
　
西
尾
煎
蔀
中
学
硬

三
　
倍
　
西
尾
車
掌
毀

徳
地
車
掌
嬢

▽
中
学
女
子

饉
　
勝
　
西
尾
車
掌
硬

準
決
勝
二
X
O
福
地
中

決
　
勝
一
X
一
鶴
城
中

へ
代
表
戦
勝
ち
）

選
手榎

本
梨
杏
　
榊
原
小
蕃

井
本
希
良
前
　
非
本
末
希
愛

加
藤
藁
祈

二
　
位
∴
鶴
賎
甲
等
嬢

三
　
位
　
福
地
再
挙
横

平
坂
曹
学
筏

▽
高
校
女
子

二
　
位
　
西
尾
繭
籍
学
穣

三
　
位
∴
問
屋
東
商
籍
撃
麓

㊤
馨
蘭
マ
採
第
－
ズ
剣
適
大
会

（
碧
南
臨
海
体
　
六
月
六
日
）

鈴
木
　
睡
（
七
）
杉
浦
正
春
（
七
）

山
崎
正
信
（
七
）

（
右
三
名
が
西
尾
剣
適
よ
り
参
加
）

①
西
尾
帯
革
学
擬
総
合
鈷
曹
大
会

（
福
地
申
　
　
七
月
十
八
田
）

▽
男
子
団
体
の
部

鐘
∴
勝
　
平
嬢
車
掌
穣

一
回
戦
五
×
0
吉
良
中

二
回
戦
三
X
二
西
尾
中

決
勝
戦
四
×
0
鶴
城
中

二
　
位
∴
鰐
擬
革
等
較

一
回
戦
四
X
一
編
地
車

二
回
戦
二
X
二
東
部
中

（代表戦）

三
　
位
　
西
尾
中
学
擬

四
　
位
　
東
部
申
学
校

五
　
位
　
箱
鵡
申
学
校

▽
女
子
団
体
の
部

鰭
勝
　
西
尾
中
学
穣

一
回
戦
三
X
O
鶴
城
中

決
勝
戦
三
×
0
東
部
中

二
　
倍
　
西
尾
東
鶉
申
学
擬

一
回
戦
五
X
O
寺
澤
申

二
回
戦
二
×
一
平
坂
再

三
　
鰹
　
舗
賎
坤
等
梗

一
回
戦
二
×
一
箱
地
中

閻
∴
位
－
韓
疲
申
学
校

五
　
位
　
橘
鵡
車
掌
嬢

▽
男
子
個
人
戦

①
岩
坂
　
亮
（
平
）

②
濱
騎
　
遼
（
西
）

③
長
谷
崇
壊
（
東
）

④
本
田
宗
一
郎
（
東
）

▽
女
子
個
人

①
長
野
佑
実
（
鶴
）

②
半
田
詩
桜
里
（
東
）

⑧
山
内
英
葵
（
福
）

④
大
澤
範
花
（
麗
）

⑤
榊
原
小
春
（
西
）

愛
知
県
家
庭
婦
人
剣
道
大
会

申
根
朋
子
さ
ん
が
準
饉
勝

衰
詰
彊
醜
緯

催
さ
れ
た
。
西
尾
剣
達
か
ら
中
根

朋
子
さ
ん
が
参
加
し
、
二
十
二
二

十
才
代
の
部
で
見
専
準
優
勝
に
輝

いた。
◇
試
合
経
過

∴
準
々
　
中
根
　
コ
∴
∴
X
犬
塚

∴
準
決
　
中
根
　
灘
i
∴
X
松
田

ゆ
決
勝
　
中
根
　
　
×
コ
メ
得
津

大
会
が
日
本
ガ
イ
シ
に
捲
い
て
開

⇔
理
蕃
霹
ま
抄

e
左
記
の
行
事
予
定
の
よ
う
に
八

月
三
十
日
（
日
）
、
第
六
十
七
回

の
愛
知
県
青
年
大
会
が
や
っ
て
き

ま
す
。
例
年
西
尾
剣
運
の
チ
ー
ム

は
よ
く
鍵
闘
し
、
か
つ
て
は
男
女

と
も
全
国
大
会
で
好
成
績
を
収
め

た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
稽
古
に
励
み
、
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
と

こ
ろ
女
子
チ
ー
ム
の
不
参
加
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
西
三
太
会
で
饉

勝
と
い
う
う
実
績
を
踏
ま
え
て
、

是
非
大
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

たい。・
今
年
も
八
月
十
一
語
～
十
四
詞

ま
で
の
三
日
間
、
恒
例
の
愛
知
教

育
大
学
剣
道
蔀
の
夏
合
緒
が
、
西

尾
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

剣
連
の
み
な
さ
ん
、
ご
予
定
も
お

あ
り
で
し
ょ
う
が
、
例
年
通
り
学

生
の
剣
道
指
導
に
何
と
か
お
出
か

け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ます。

縛

鴻

鰐

繚

鵜

に

態

紅

肝

凝

議

油

日

鱒

浦

糟

鰐

日

揮

清

治

洋

替

1

油

日

滞

－

油

結

締

油

結

締

0
西
三
滴
車
掌
擬
総
合
俸
曹
大
会

（
西
尾
総
体
　
七
月
二
十
三
日
）

▽
男
子
団
体

①
鶴
城
中
学
校

②
平
坂
中
学
校

③
西
尾
東
部
中
学
校

▽
女
子
団
体

①
西
尾
申
学
校

②
西
尾
東
部
中
学
篠

③
平
坂
中
学
校
・
鶴
城
申
学
校

▽
男
子
個
人
戦

②
岩
坂
　
亮
（
平
中
）

⑤
濱
崎
　
遼
（
西
尾
申
）
）

▽
女
子
個
人
戦

②
半
田
詩
桜
里
（
東
部
中
）

③
山
内
美
葵
（
福
地
中
）

③
榊
原
小
春
（
西
尾
申
）

⑤
長
野
偽
薬
（
鶴
城
中
）

－
以
上
県
大
会
へ
出
場
－


